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平成30年度 徳島市立高等学校 学力向上実行プラン

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
今後の改善方策

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見

学習指導の 評 価 指 標 評価指標の達成度 総合評価
充実 ①授業日数・授業時 ①授業時数を800時間以上確保する。 （評定）

数の確保に努める。
②(1年)「学習のかたち週間」を1･2学期の初めに実施

②わかりやすく，魅 する。

力ある授業に努め (2,3年)「学習のかたち週間」を1学期の初めに実施す

る。 る。

②授業満足度70％以上を目指す。

②校内授業参観週間を1・2学期に 1回ずつ設定する。

③学習習慣の定着を ③定期考査前に家庭学習時間調査を実施し，3時間以上

図る。 学習する生徒の割合を増やし，40%以上を目標とする。

③毎月の学習計画表と長期休暇中の学習計画表を配布

し，計画にたいする成果と課題について自己評価させ，

面談を通じて支援・指導を行う。

③自習室における学習環境の整備を図り，積極的な活用

を促す。

④思考力，判断力， ④補習授業での演習や実力テストでは，全教科において

表現力を育成する。 論述問題を出題する。

④教科会を開き，論述問題についての出題や正答率につ

いて分析・検証を行う。

⑤英語４技能を育成 ⑤2019年度までに，年間3回以上，すべての生徒がネイ

する。 ティブと英会話を行うことができる環境づくりを進め

る。

⑤英語科と協働し，英語外部検定を複数回受験できる機

会を設ける。

⑥多面的評価を図る。⑥すべての学年において，ポートフォリオを作成させる。
⑥記録用のワークシートを 10 種類以上提供し，ＨＲ活
動やＩＲＰの時間などを利用して，活動や実績を記録

させ，成果や課題について振り返りをさせる。

⑦学校図書館の「学 ⑦前期と後期の2回,教科主任に教科としての学校図書館

習センター」とし に対するニーズの調査・検討を依頼し,状況の改善に

ての機能充実を図 取り組む。

る。
⑧自ら学び，考え， ⑧新聞記事を活用した発表を通じて，新聞を読む習慣の

判断できる主権者 ない生徒の割合 40%以下を目指す。
を育成する教育の ⑧各学年において，主権者教育に関わる講演や模擬選挙

充実を図る などを 1回以上行う。
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活 動 計 画 活動計画の実施状況
①行事を精選し，授業カットや短縮はなるべく避け，振

り替え授業を徹底する。

①45分の授業に集中するため，チャイムとともに授業を

始める。

②学期の最初の1週間を「学習のかたち週間」とし，全

教科科目で実施する。予習・復習・ノートのとり方・

授業に臨む態度など望ましい学習習慣の定着に努め

る。

②教科会議で話し合い，授業方法の改善に努める。生徒

による授業評価を行う。

②校内授業参観週間では授業参観カードを有効に利用

し，教師相互の授業改善に努める。

③週間課題・日々の課題で学習の習慣化を図る。

③家庭学習時間調査の期間を学習強化週間と位置づけ，

学習習慣の定着を促進する。

④補習授業の計画・実施や実力テストの作成などの機会

を活用し，思考力，判断力，表現力の協働して育成を

図る。

⑤ＩＣＴ環境の整備を計画的に進める。

⑤英語外部検定の受験機会を拡充するとともに，取得に

向けた対策を講じる。

⑥ＩＲＰやキャリア教育と連携して取り組む。

⑥ポートフォリオに基づき，生徒の活動について多面

的に評価を行う。

⑦「月刊高校教育」（学事出版）は入荷時に，特集記事

等を職員朝会連絡で案内し，利用促進を図る。

⑦ 6月と 11月にニーズ把握のための調査を実施する。
⑦徳島県立図書館の協力貸出サービス等も活用し,ニー
ズへの対応体制を整える。

⑧夏季休業中の課題として，地歴・公民科でレポートを

提出させることで表現する力を向上させる。

⑧公民科において，新聞を使った発表を行い，社会問題

への関心を高める。

⑧各学年において，公民科の授業や総合学習における講

演や体験的学習等を通じ，生徒の意識を高める。
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